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ある日，$�さんは，家と公園の間を往復した。

家から公園までは毎分�����P�の速さで走り，

公園で休憩した後，公園から家までは行きと

同じ道を通って毎分�����P�の速さで走った。

右の図は，$�さんが家を出発してからの時間

と，家から�$�さんのいる地点までの間の道の

りの関係をグラフに表したものである。

このとき，次の����，����の問いに答えなさい。

���　$�さんが公園で休憩した時間は何分間か

１

　求めなさい。

���　$�さんの弟は，$�さんが家を出発してから���分後に家を出発し，毎分����P�の速さ

　で，�$�さんが通ったのと同じ道を通って公園に向かった。弟が�$�さんとすれ違う地点

　は，家から何�P�の地点か求めなさい。

�年生�章　一次関数（グラフ作成問題対策）　※全国国公私立過去問より

(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　-1-

D.  回 は 読み取り 練習 です 。
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和夫さんは，本を返却

するために，家から�

�����P�離れた図書館

へ行った。和夫さんは，

午後���時に家を出発し，

毎分�����P�の速さで�

��分間走った後，毎分�

���P�の速さで����分間

２

歩いて，図書館に到着した。その後，本を返却して，しばらくたってから，図書館を出発

し，家へ毎分�����P�の速さで歩いて帰ったところ，午後���時����分に到着した。

右の図は，午後���時�[�分における家からの道のりを�\�P�として，[�と�\�の関係をグラフ

に表したものである。

下の����～����に答えなさい。

���　和夫さんは，午後���時���分に郵便局の前を通った。家から郵便局の前までの道のり

　を求めなさい。

���　和夫さんが図書館へ行く途中で，歩き始めてから図書館に着くまでの�[�と�\�の関係

　を式で表しなさい。

　ただし，[�の変域を求める必要はありません。

���　和夫さんが図書館にいた時間は何分間か，求めなさい。

���　妹の美紀さんは，午後���時����分に家を出発し，和夫さんと同じ道を通り，図書館へ

　一定の速さで向かったところ，午後���時����分に和夫さんと出会った。美紀さんが図書

　館へ向かったときの速さは毎分何�P�か，求めなさい。
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右の図の台形�$%&'�で，点�3�は�%�を出発し

て，辺上を�&，'�を通って�$�まで動きます。

点�3�が�%�から�[�FP�動いたときの�△$%3�の

面積を�\� �FP �とします。このとき，次の問い

に答えなさい。

���　点�3�が辺�'$�上を動くとき，\�を�[�の式

　で表しなさい。

���　点�3�が辺�%&，&'，'$�上を動くときの，

３

�2 � �� ��

�

��

��

[�� �FP

\�� �
�FP　△$%3�の面積の変化のようすを表すグラフ

　を，右の図にかき入れなさい。

���　△$%3�の面積が���� �FP �になるのは，点�

　3�が�%�を出発してから何�FP�と何�FP�動い

　たときか求めなさい。
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図���のように，$% ��FP，$' ��FP�の長方形�

$%&'�がある。点�3�は，毎秒���FP�の速さで，長方

形の辺上を�$�から�%，&，'�の順に頂点を通って�$�

まで動き，止まることなく同じように繰り返し動き

続ける。点�4�は，点�3�と同時に�$�を出発し，毎秒�

��FP�の速さで，長方形の辺上を�$�から�'，&，%�

の順に頂点を通って�$�まで動き，$�に到達すると

反対向きに辺上を動く。このように，点�4�は�$�

に到達するたびに動く向きを反対向きに変えなが

ら同じ速さで繰り返し動き続ける。長方形の辺上

を動く点が�$�を出発してからの時間を�[�秒とし，

その点から�$�までの道のりのうち，長さの短い方

の道のりを�\�FP�とする。図���は，点�3�について，

$�を出発してから���秒後までの�[�と�\�の関係を表

したグラフである。このとき，あとの問いに答え

よ。

���　点�4�について，��[���のときの�[�と�\�

　の関係を表すグラフを右の図中にかけ。

���　点�3，4�がはじめに�$�を出発してから，

　はじめて点�3�と点�4�が重なるのは，出発し

　てから何秒後か答えよ。

���　点�3，4�がはじめに�$�を出発してから���

　秒後の�△34'�の面積を求めよ。�

���　点�3，4�がはじめに�$�を出発してから���

　秒後までの間に，はじめに�$�を出発すると

　きを除いて，点�3�と点�4�は何回重なるか答

　えよ。

４
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��周が�����P�のサイクリングコースを，よしき君は歩いてまわり，ひで君は自転車でま５

わる。先によしき君が出発し，その���分後にひで君がよしき君と同じ場所から，同じ方

向に向かって出発する。よしき君の歩く速さは毎分����P，ひで君の自転車で走る速さは

毎分�����P�である。下の図��，��は，よしき君が出発してから�[�分後のよしき君とひで君

の進んだ道のりを表したグラフである。次の����，����に答えなさい。

図��

よしき君の進んだ道のり��P�
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図��

ひで君の進んだ道のり��P�
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���
���
���
���
���
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[��分�
��� � � � � � � � �2

\��P����　よしき君が出発してから�[�分後の，よし

　き君とひで君の進んだ道のりの差を�\�P

　とする。よしき君が出発してから，はじめ

　てひで君に追いこされるまでの�[，\�の関

　係を右の図にグラフで表しなさい。

���　よしき君がひで君に���回目に追いこされ

　るのは，よしき君が出発してから何分後か

　求めなさい。
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右の図は，$% ��FP，%& ��FP，

&' '$ ��FP，�$ �% ����の四角形である。

点�3�は�$�を出発して，辺上を�%，&�を通って�'�ま

で動く。各問いに答えよ。

���　点�3�が�$�から���FP�動いたとき，△$3'�の面

　積を求めよ。

６
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���　点�3�が�$�から�[�FP�動いたときの�

　△$3'�の面積を�\� �FP �とする。点�3�が�

　$�から�'�まで動くときの，[�と�\�の関係

　を表すグラフを右にかけ。

���　△$3'�の面積が��� �FP �となるのは，点�

　3�が�$�から何�FP�動いたときか。すべて求

　めよ。
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図��図���のように，$% ��FP，%& ��FP，

$' ��FP，�$ �% ����の台形�$%&'�があ

る。点�3�が点�$�を出発して，秒速���FP�の速さで

辺�$'�上を繰り返し往復する。点�4�は点�%�を出

発して，辺�%&�上を一定の速さで繰り返し往復し，

点�4�が���往復するのにかかる時間は���秒である。

７

また，図���は点�3�が点�$�を出発してから���往復するまでの�△&'3�の面積を表したグラ

フである。

��点�3，4�が同時に出発するとき，あとの問いに答えなさい。

� 

�FP

�秒�� � �� ��� �� ��

ア

�

図��

���　点�4�の速さは秒速何�FP�か，求めなさい。

���　図���の�
ア

� �にあてはまる数を求めなさい。

���　△&'3�と�△$%4�の面積が���回目に等しくなるのは，��点�3，4�が出発してから何

　秒後か，求めなさい。

���　��点�3，4�が出発してから����秒までの間に，△&'3�と�△$%4�の一方の面積が，

　他方の面積の���倍となるのは何回あるか，求めなさい。
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��時ちょうどから���時ちょうどまでの時計の針の動きを考える。８

��時ちょうどから�[�分後の短針と長針のつくる角度を�\ �����\ 
���� �とする。

[�

�\

�2 ��

���

���　短針が���分間にまわる角度を求めなさい。また，

　長針が���分間にまわる角度を求めなさい。

���　��時ちょうどから，短針と長針が重なるまでの

　間における�\�を�[�の式で表しなさい。

���　短針と長針が重なるときの�[�の値を求めなさい。

���　短針と長針が重なってから一直線になるまでの

　間における�\�を�[�の式で表しなさい。

���　��時ちょうどから���時ちょうどまでの�[�と�\�の

　関係を右のグラフに表しなさい。
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⑨ の 3 0 0 0 1 5 0 より =

〇
=? ?噐 = 2 0 1 分 )

⑤ 3 0 0 0 120  より -3000 = 2 5 ( 分 )
1 2 0

石 図 の よう に なり

3 5 - 2 0 = l 5 分間 休憩 し た
_

they 、
、

1
1

1

、

こんな
l

、

•
p

12) 弟 の 8 0 m / 分 は 傾き が 1
、

1

感じ 。 I
'

A  さん より ゆるやか で ある
。 _

△ I
1

1
1

1

[ グラフ 説明 ] nrtて
1

17

家 から の 距離
家 から の 距離 が ・ P で 弟 と A  さん が

/
20分

で
0 3542 5分

'

、 /
変わら ない = 止まっ て いる = 休憩 すれ違っ た と し て 弟 が 5分 後 弟 出発

ftp.tの
家 へ の 距離 が

出発 し て から つく 分 後 と する 。

、
、

1 1 1 縮 っ 2 いる の で は 下がり ・  すれ違う = A  さん が 公園 から 走っ た距離、

、
80×7 (

家 から 離れて
_ 。

1
、

0
_

.

いく ので t
、

t 弟 が 進ん だ 距離  = 3 0 0 0 m

右 上がり I 1

に なっ て いる 。

y
l I

で は 川合 の A さん が公園 から 走っ た 時間'' = A さん の 全 時間  
一 休憩 までの 時間 = つけ 5 - 35

)
1 5 0 m 分 GLib ( つし t 5 ) ( 35 ) な ので

い) 休憩 し た 時間 は

P
こ の 間

。 l 2 0 ( x 十 5 - 35 ) t 8 0 x = 3 0 0 0
、

解く と つ に 33

• 公園 到着 時間 A は
、

3 0 0 0 m を 1 5 0 m l分 で 走っ た 時間

• b は 公園 から 家 まで の 3 0 0 0 m を 1 2 0 m l 分 で 走っ た 時間 弟 が 進ん だ 距離 な ので 80×33=2640 cm ) の 地点
-

から 計算 する 。
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���　和夫さんは，午後���時���分に郵便局の前を通った。家から郵便局の前までの道のり

　を求めなさい。

���　和夫さんが図書館へ行く途中で，歩き始めてから図書館に着くまでの�[�と�\�の関係

　を式で表しなさい。

　ただし，[�の変域を求める必要はありません。

���　和夫さんが図書館にいた時間は何分間か，求めなさい。

���　妹の美紀さんは，午後���時����分に家を出発し，和夫さんと同じ道を通り，図書館へ
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家 から の
D D

道 のTeredo 90 吩 g 日
館 で 過ごす

( 3 ) イ 可 分間 い た か は D ゾーン だけ で は 求 ま ら ない ので

うんがく
、

鷟
。

1
1 0 0 ツ分 D 具体 的 な 値 が 与え られ て いる D ゾーン で 考える 。

'

l 8 0 0 m の 道のり を 速 さ 1 0 0 m 份 で 歩い た ので
、

かかっ た
1 8 0 m /分 _ △ I 1

D '
l 3 3 D 時間 は 1 8 0 0 に 1 0 0 = l 8 分

、

1

1 8 2 7 0 ーー 4 5 _ 1 8 = 27 分 これ は C の 水 座標
。

i. 図書 会官 に い た 時間 は 2 7 _ l 5 = l 2 分間
一、

14) 情報 を グラフ に 加える と 和夫 さん が 図書飠 良 を

出 て 6 分 後 に 女未 と 出会っ て いる 。

• この 6 分間 で 生 は 夫 さん は 1 0 0 m /分 の 速 さ で 100×6=600 m

進ん で いる ので
、

1800-600=12 0 0 m  の 地点 で

出会っ て いる こと が 分かる 。

• 女未 は 3 3 - 1 8 = 1 5 分間 で 1 2 0 0 m 進ん だ ので

③ まず は 問題 文 に 書か れ て いる 情報 を グラフ に まとめよ う
。

速 さ は 1 2 0 0 た 1 5 = 80 fo m 1分
→

(l) 4:03 は 180 し 吩 で 走っ て いる D の ゾーン の 話 な ので

Point
180×3=540 m と わかる 。

→
• グラフ から 読み取る 間 是頁 は 、

グラフ が イ 可 を

(2) ( 2 ) の 話 は グラフ の D の ゾーン で あり この グラフ の 式 表 し て いる か が わかり
、

間 是夏 文 が いっ z いる こと を

を 求める 。 7 し の 増加 量 の 単位 が 分 で
、 生 は m  な ので グラフ に 表現 できる 力 が 必要 です 。

速 さ が そのまま 傾き と なる 。
つまり y = 90 つけ b

。

・  解説 を 読ん で 終わり がち な 問題 です が

B ( 1 5
、

1 8 0 0 ) を 代入 し 1800=90×15+5 b -450 自力 で 再 構築 し て 作れる ところ まで に う 。

、
i y = 9 0 つく +450

-
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• P がく に いる ( 6 cm 動い た と き ) の
A

t△ ABP の 面積 = 6 × 4 x  も = 1 2 cm
2

、 4

い、 ( 6
、 l 2 ) を とる 。

B 、 f sCA r
3
, D

• P が B に いる とき ( 1 0 cm 動い た と き ) の

i
/

吼 間
△ ABP の 面積 = 3 × 4 ×  t = 6 cm

'

B
次

、

i ( 1 0
、

6 ) を とる 。

•

• p が A に いる とき ( 1 3 cm 動い た と き ) は A と P が重なり
P

・

、 / 肋間 △ ABP の 面積 = O
、 i ( 1 3

、
0 ) を とる

。

(I) A D
• 磕

バ
'

B C 間
•

以上 の 3 点 を とり
、
直線 で 結べ は 完成 。

i

(3) y = I 0 の グラフ を かい て Point
B C

その交点 の 水 座標 が 答
。 グラフ の 見た目 に 求め

△ ABP = 底辺 AP x 高 さ DC x  
主 で 求め られる 。

• P が BC 間 に いる とき の 式 は
られ ない 土易 合 は

、

• AP 二 AD t DC t BC - P が 動い て き た 距離  な ので ( 1 ) の よう に 式 を 求め て

( 6
、

1 2 ) を 通る ので た 2 つ(
y 、 1 0 を 代入 し て 水 の

3+4 t 6 - x = l 3 一つ (

y = 1 0 を 代入 し て 7 に 5 値 を 求める 。

i. y = ( 1 3 - x ) × 4 ×  = -2kt 2 6 -

なんとなく つ に 5,7-
• P が DC 間 に いる とき の 式 は

で は マグル で 正確 に

(2)
pmt

( 1 ) より y = -22+26
も 本質 を 理解 し 2 い ない

グラフ の 切り替わり ポイント の 座標 を とり 直線 で 結ぶ た 1 0 を 代入 し 210=-2 つけ 26 ので ダメ です 。

2 2

2 ( t.es

以上 より も = 5
、 j

3

→
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図���のように，$% ��FP，$' ��FP�の長方形�

$%&'�がある。点�3�は，毎秒���FP�の速さで，長方

形の辺上を�$�から�%，&，'�の順に頂点を通って�$�

まで動き，止まることなく同じように繰り返し動き

続ける。点�4�は，点�3�と同時に�$�を出発し，毎秒�

��FP�の速さで，長方形の辺上を�$�から�'，&，%�

の順に頂点を通って�$�まで動き，$�に到達すると

反対向きに辺上を動く。このように，点�4�は�$�

に到達するたびに動く向きを反対向きに変えなが

ら同じ速さで繰り返し動き続ける。長方形の辺上

を動く点が�$�を出発してからの時間を�[�秒とし，

その点から�$�までの道のりのうち，長さの短い方

の道のりを�\�FP�とする。図���は，点�3�について，

$�を出発してから���秒後までの�[�と�\�の関係を表

したグラフである。このとき，あとの問いに答え

よ。

���　点�4�について，��[���のときの�[�と�\�

　の関係を表すグラフを右の図中にかけ。

���　点�3，4�がはじめに�$�を出発してから，

　はじめて点�3�と点�4�が重なるのは，出発し

　てから何秒後か答えよ。

���　点�3，4�がはじめに�$�を出発してから���

　秒後の�△34'�の面積を求めよ。�

���　点�3，4�がはじめに�$�を出発してから���

　秒後までの間に，はじめに�$�を出発すると

　きを除いて，点�3�と点�4�は何回重なるか答

　えよ。

４
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/
千

ヽ
・ P と Q が はじめて 重 なる Point

/
の は この とき で ある o グラフ を 重ね た とき

、2

y = 3 つ( 正確 に 読み取れ ない
、

○ o ・ 連立し て 7 に  f こと が あり ます 。 その とき は
P が C に いる 。

式 を 求め て 連立 方程式
/ l ば 4 ) い に

j
2
秒後

r o で 交点 を 求め ます 。

○ ○ est

、

品
いっ亹嘿かて

6 秒 後 な噞噦
Bが 進ん で いる 。

(Q)
C

。
1

て
・ ・・

郇
_ 度 A に 着い たら 逆 方向 へ 行く 4 x 2 X で = 4

○

こと に 注意 する と
、 P は A に おり

4 cm

2

Q は C に いる ので △ PQD は _ /

• ・ ・

② ( 4 )
ーー Point

(l) .it -_-
-_- 9 p ・ Q

① 図 2 同様 、 A  まで の 道のり が 最も 長く なる の は
、
Q が C に いる とき

。
C に いる

o 山 交点 が 3 個 な ので

3 cm l 秒 で 動く ので A  → P → C の 長 さ は 4+2=6 に  な ので 2 秒 後 ①
°

3 回 で 良い の か ? ?
。

② そこ から 2 秒 かけ て A に 着く 。 ( A と の キヨり は 0 ) ③ は と 同じ
A に は 。

f ) よって
と 妄走 間 に 思い ましょ う

。

Aば
→ /

A DO
= の

は 軸 は A  まで の 短い 方 のに)
P と Q が 重なる = A  まで の キヨ り が 同じ  

= 座標 が 同じ 9 ・
Q ← P 2 回 長 さ を 表し 2 いる だけ です

。

つまり 2 つ の グラフ を かい て 重なる とき が P と Q が 重なる とき
 O C

妻

→
C ord

( の 状態 も 表し て いる
。 )



��周が�����P�のサイクリングコースを，よしき君は歩いてまわり，ひで君は自転車でま５

わる。先によしき君が出発し，その���分後にひで君がよしき君と同じ場所から，同じ方

向に向かって出発する。よしき君の歩く速さは毎分����P，ひで君の自転車で走る速さは

毎分�����P�である。下の図��，��は，よしき君が出発してから�[�分後のよしき君とひで君

の進んだ道のりを表したグラフである。次の����，����に答えなさい。

図��

よしき君の進んだ道のり��P�

���
���
���
���
���
��

[��分�
�2 ��� � � � � � � � �

図��

ひで君の進んだ道のり��P�

���
���
���
���
���
��

[��分�
��� � � � � � � � �2

���
���
���
���
���
��

[��分�
��� � � � � � � � �2

\��P����　よしき君が出発してから�[�分後の，よし

　き君とひで君の進んだ道のりの差を�\�P

　とする。よしき君が出発してから，はじめ

　てひで君に追いこされるまでの�[，\�の関

　係を右の図にグラフで表しなさい。

���　よしき君がひで君に���回目に追いこされ

　るのは，よしき君が出発してから何分後か

　求めなさい。
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(2) ・ 5 分 後 以降 2 人 の 差 は 1 5 0 - 6 0 = 9 0 m 份

ずつ 開い て いく 。

1 5 0 m 1分

○ば 1 で 嚩

ttよし き ⑧

回 目

6 0 m / 分

•  次 に 追いつく の は 9 0 m /分 の 差 が 7 2 0 m

つまり コース 1 周 分 に なっ た とき な ので

① ② 7 2 0 ÷ 9 0 = 8 分 後

• 問題 で は
「

よし き 君 が 出発 し 2 から
」 な ので

い) 5 +8 = l 3 分 後
① 最初 の 3 分 は

「

ひで 君
」

は 動い て い ない ので 差 は twk
「

よし き 君 」 の 進ん だ 道のり ( 図 1 ) と 同じ
。 Point

• グラフ 作成 や 読み取り は 必ずしも - 次 関数
② 図 1 と 2 を 見る と

、

「よし き 君 」 が 出発 し て 5 分 後 の 式 を 求め 、
用いる 必要 は ない 。

に
「

ひで 君 」 に 追いつい た こと が 分かる 。 r

→
「

追いつく
」

こと が グラフ で は y = 0 の こと を 表し
、

つまり 5 分 後 2 人 の 差 は
「

O 」 で ( 5
、

0 ) を は 。 r
」

、 図 で は 1 周 分 の 差
」

を 表し 2 いる 。
つまり

、

以上 より (O.O) 、
( 3,180 )

、
( 5

、
0 ) を 直糸泉 で 結ぶ

。 素早く 言い た奐 え が できる 力 が問わ れ て いる
。
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右の図は，$% ��FP，%& ��FP，

&' '$ ��FP，�$ �% ����の四角形である。

点�3�は�$�を出発して，辺上を�%，&�を通って�'�ま

で動く。各問いに答えよ。

���　点�3�が�$�から���FP�動いたとき，△$3'�の面

　積を求めよ。

６

[�

�\

�2

� 

�FP

� 
FP

��

��

���　点�3�が�$�から�[�FP�動いたときの�

　△$3'�の面積を�\� �FP �とする。点�3�が�

　$�から�'�まで動くときの，[�と�\�の関係

　を表すグラフを右にかけ。

���　△$3'�の面積が��� �FP �となるのは，点�

　3�が�$�から何�FP�動いたときか。すべて求

　めよ。
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(3) △ APD = 8 は は = 8 という こと な ので
、

y = 8 を グラフ に かき
、 交点 の つ( 座標 が 答 。

前 間 で も 触れ た が  
この 交点 が 格子 点 ( か よ とも に

整数 で ある 点 ) で ない 可能 性 が ある ので-B C 直線 AB と CD を 式 に

表し
て た 8 と の 交点 を

•  ・

求める 。

8 O 0

• AB について

(2) より ( 4
、

i 0 ) と 原点 を 結ぶ の で y こ 半 7 に もつ(

a ,
A -

5
、 D A ・

D "

• CD についてか △ APD = 5 X 2 × 二 5
4 ( 2 ) より ( 6

、
1 0 ) と ( l 1

、
0 ) を 結ぶ ので

r
5

、
D 傾き the = _ 2

、

は -_- 2 つく + b と なり

に) ( I ) P が B に いる とき A

o 1 1 - 6

4 ( 1 1
、 0 ) を 通る の で のま1日 代入 し 11=0 tb

5 × 4 × で = 1 0
cm

2
つ まり ( 4 、

1 0 )pl
i 、 y -_- 2 つし t

1 1
. 、 、  ②

は) P が C に いる とき A N F' D つまり
. の 、

に それぞれ y = 8 を 代入 する
。

4 i

5 x 4 × I = 1 0cmi
c

(6/10)
p 8 = で も

、
2 に どちら も AB

、

CD

四) P が D に いる とき つまり
② 8 = _ m + l 1

、
x = 7

の R の 変域 に含ま れ て

三角形 が でき ない ので 面積 は O
、

( 1 1

,
0 ) いる ので OK 。

2 に f 、 7
以上 の 3 点 を 直線 で 結ぶ 。

_ Xz



��FP

��FP

��FP

$

% &

'

図��図���のように，$% ��FP，%& ��FP，

$' ��FP，�$ �% ����の台形�$%&'�があ

る。点�3�が点�$�を出発して，秒速���FP�の速さで

辺�$'�上を繰り返し往復する。点�4�は点�%�を出

発して，辺�%&�上を一定の速さで繰り返し往復し，

点�4�が���往復するのにかかる時間は���秒である。

７

また，図���は点�3�が点�$�を出発してから���往復するまでの�△&'3�の面積を表したグラ

フである。

��点�3，4�が同時に出発するとき，あとの問いに答えなさい。

� 

�FP

�秒�� � �� ��� �� ��

ア

�

図��

���　点�4�の速さは秒速何�FP�か，求めなさい。

���　図���の�
ア

� �にあてはまる数を求めなさい。

���　△&'3�と�△$%4�の面積が���回目に等しくなるのは，��点�3，4�が出発してから何

　秒後か，求めなさい。

���　��点�3，4�が出発してから����秒までの間に，△&'3�と�△$%4�の一方の面積が，

　他方の面積の���倍となるのは何回あるか，求めなさい。

-7-

(3) 面積 が 等しい こと は Q の グラフ と の 交点 を 言売 み 取る

① こと で 求まる 。

② ・ △ AB Q の グラフ を かく 。

③ 2 cm 1 秒 で 動く の で スタート し て 3 秒 後 に C について
nnnnnnnnnnnnnnn43 〇

△ ABQ の 最大 値 6 X 3 ×  主 = 9 cm
2 を とる 。

また 3 秒 かけ て B に 戻る と 面積 は O
。

この 繰り返し が 2 4 秒間 ( ④ ) 行わ れる 。

9 _ . . ・ . . _ .

・
-.-

・
. . _

・
-.-

③
・ 3 回 目 に 面積 が 等しく なる の は 左 図 の ③ の とき で ある 。

○

○ 8 秒 後
wilt

• ・ • •

14)

i

い) ② と ③ の 情報 より Q は BC の 1 往復 6+6=12 cm

を 6 秒 かかる ので 1 2 ÷ 6 = 2 cm / 秒 が。番
lfyg.es

Lrt た ~ 24 秒 は 左右 対称

(2) 0 秒 の とき P は A に いる ので △ CDP = ADX ABXI この ○ の 5 回 で な ので 同じく 5 回

3 倍 に なる 。

= 4 × 3 × で = 6 cm
2

i ア = 6.gg 以上 より 10 回
一、



��時ちょうどから���時ちょうどまでの時計の針の動きを考える。８

��時ちょうどから�[�分後の短針と長針のつくる角度を�\ �����\ 
���� �とする。

[�

�\

�2 ��

���

���　短針が���分間にまわる角度を求めなさい。また，

　長針が���分間にまわる角度を求めなさい。

���　��時ちょうどから，短針と長針が重なるまでの

　間における�\�を�[�の式で表しなさい。

���　短針と長針が重なるときの�[�の値を求めなさい。

���　短針と長針が重なってから一直線になるまでの

　間における�\�を�[�の式で表しなさい。

���　��時ちょうどから���時ちょうどまでの�[�と�\�の

　関係を右のグラフに表しなさい。
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(3) 重なる とき は 角度 が 0
°

の とき な ので

y = O を J = -5.52+901=9 で 入
。

1800=-5.5×+90つ に  いい
(4)

l 長針 と 短 針 の 差 は を

7
左 図 を もと に 求める と

、

③ チェック 、 い に は (分 )
、

よ はし度 )
「

遡る= 6 つ し -052 - 9 0
°

時計 、 、 、 6 0 目盛り ある 。 国 6 て 嵡
mr

05) ( 6
長 針 は もと は 1 2 の

い) 短 針 、 、 、 1 時間 で 5 目盛り 進む o
→ 60 分 で 5 め もり

y = 5
、
5 つ( -90 位置 に ある から

→ 1分 で ため も り 1 め もり は 3 6 0 ÷ 6 0 = 6
°

-_- /
(

3時 まで の 9 0
°

を 3k
。

)
6 ×

= 0 、 5
°

tt ( 5 ) 左 図 より 長針 が 進ん だ 角度 と 短 針 が 進ん だ 角度 が

長 針 、 い 1時 間 で 1 周 ( 6 0 目盛り ) 360 進む 。 180° に は る の は Y = 180 の とき な ので
、 540

→ 3 6 0 ÷ 6 0 = 6 '

180=5,521-90
を 解く と

、

2 に  yet' ・ Y = 0 、 、 . ( 3 ) の とき 一 〉 ( 、
0 )

に) 3時 の 9 0
°

から 長 針 は 6 つ( の 速 さ で

1 2

1 2 0

-_-
-_-

トー
・

. y = 180 . 、
. 上 の とき ーー > (平9180 )

9 0
0

を 減らし 2 いき
、
短 針 は 9 0

°

の 9 0・へ l

sf 位置 から 0.51 の 速 さ で 進む ので 、

・ 60 分 経っ と
、 長 針 は 1 2

、
短 針 は 4

魞

/
| 鱐3

y = 9 0 _ 6 x +0.52 ・
' 4 は 1 2 と の 角度 が

90+0.5×600
は 算 率 ← = 1 2 0 0

-
0

( 60,120 )

9 0 - 6 7( +0.5 も 子
_ 5

/エ 以上 の 4 点 を 直線 で 結ぶ 。
・ 7 に 0 は 3時 で

、
お 90 な ので ( 0.90 )


